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ドイツにて初めての海外での販売実績

ナースライトはこれを目指した商品です

看護師さん、患者さんの両方に価値あるツール

昨年10月4日から7日まで､ドイツのデュッセルドルフ(Dusseldorf)で開催された

REHACARE2017展示会(介護･リハビリ関係で世界最大級の展示会)で

ナースライトを出展しました。一昨年の初出展の時は日本で販売中の商品を

並べただけでしたが､今回は欧州で販売する為のCE認証を行い､現地で販売

協力を頂けるパートナーとの連携で臨みました｡結果､

子供用ホスピスでの１年間の試験での高評価により

欧州企業から寄付用として14台購入頂きました｡

現場を訪問して直接聞いた声では､「子供の顔色を

きちんと見れるのが良い､子供が起きない、引きつけを

起こさないのが良い｣､｢色は白を使用､正しい発色を

確認している｣､｢明るさの段階を変えられるのが良い､

明るさは十分､もう少し軽いと尚いい｣､｢夜に薬を渡す時も役立っている､

胃ろうの人向けの作業時にも役立っている｣と言った声を頂きました｡感謝です｡

初代ナースライトは

東京のシンクロア社と

共にゼロから企画を

立ち上げた商品です｡

医療照明の経験が

豊富なメンバーとの

合体で仕上げました｡

プロの看護師が使う

専用ライトを､新技術

の有機ELの特長を

活かして創り、使って

頂くことで､夜勤の業務に

役立ててもらおう､少しでも異常の早期発見につなげてもら

おう、そんな思いを結集して取り組んだことを思い出します。

初代ナースライト
発売２年後の記事

太陽光に最も近い発光特性

新技術・有機ELのご紹介②

登場からの

アーカイブ
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現地でプレスに載りました｡
http://www.bundesverband-kinderhospiz.de/presse?start=15

2015年8月20日 山形新聞より

夜間巡視で確認しなけれ

ばならないこと、大手病院

の看護指針には次の様に

書かれてあります。

①患者の確認

②睡眠状態の確認

③呼吸状態の確認

④継続中の治療の観察

⑤環境の確認

各々について、具体的に、

「目の開閉､体動や寝返り

の有無､寝息やいびき等

から睡眠状態の確認｣､

｢寝息やいびき､胸郭の動

きから､呼吸の有無や呼

吸状態の異常を確認」等。

しかし、看護の現場では、

患者様の睡眠を妨げない

精一杯の配慮をしながら､

確認･観察を実施しており、

看護師さんに大きな負担

になっているようです。

この問題解決につながる

イノベーションが目標です。

正しい色が見えるのは大陽光の下。そんな大陽の光に最も

近いのが有機EL。 (左から、大陽光、有機EL、一般LED)


